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肉用牛問題の進路

※ 

広瀬可恒

近年わが国の食糧構成は、所得水準の向上と相まって多様化しつ〉変貌しているが、特K食肉

の消費の増大は著しいものがあるO 左かでも牛肉は国民の晴好が高く、現在の消費量は少左い

けれども、今後(tL:t.，.ける需要の増加傾向は相当長期Kわたって続くものと予想せられる。 しか

しわが国有畜農業の基幹を左した和牛は、農業の近代化の中でKその役畜としての役割を失左い、

かつて272万頭を数えた昭和 31年をピークK減少の一途をたどり、資源の食いつぶし現象が

顕著Kあらわれてきた。 そして昭和 45年Kは年々下降線をたどった肉用牛頭数と上昇線を進

む乳用牛頭数とが、 180万頭という点でクロスをする状態を呈した。 そして怖らくわが国K

ないて両者の飼養頭数格差は段々と拡がることが予想される。

その原因は都市化、工業化の進展の著しい府県(tL:;10-，.いて農業が全般的K停滞する左かで、肉用

牛の低迷傾向が特K甚しいととが物話るどとく、肉用牛の繁殖業が草地面積を比較的多〈要する

のK対して、その 1ヶ年の生産果実が l頭の子牛K限定されるためで、如何に技術投入を行左っ

て経営の集約化をはかつても、 1頭の繁殖牛の生産能力を増大でき左い性格からくる悲哀で、ある。

従って地代の高い処では、肉用牛の繁殖経営はもはやその存在を許され左いというのが実情であ

る。

一方肉用牛の肥育業は、ヘイキューブ等流通粗飼料の発達も手伝って、集約性の高いフィード

ロット経営ならば、可成りの地代の所Kないても成立してなり、むしろその成立を制約する要因

は、糞尿処理(ζあるといって過言でない。 とうしたフイ ドロット経営では、黒毛和種の如き

肉用資質の高い素牛を求めることK敢てこだわること左〈、施設の収容力を絶えずフルK稼動さ

せ、定時定量出荷の原則Kもとづいた操業が第一条件と在るO 従って肥育素牛供給K将来とも

期待のょせ得る乳用雄子牛K的をしぼって来ているのは理の当然というべきであろう。 とうし

た背景から乳用雄初生子牛の価格が昨今暴勝し、昨年の 1--2月は生後 1週間の晴乳を行左った

ものが、催か 6.0 0 0 - 7， 0 0 0円であったものが、現在では 30， 0 0 0円以上の高値をよんで

な久 8 - 1 0カ月分まで育成し体重 200-300kgのものは、生体 400円/旬以上で取引

が行左われ、乳用雄牛の肉用肥育が完全K産業として定着してきたと見てよい。 ただ懸念され

るととは乳用雄の肥育素牛の供給が需要Kみた左い状態K陥ると、乳用若めす牛が素牛として買

いあきられることで、 ζの傾向が強まる時は、酪農の振興すら危ぶまれるO との聞の関係は、
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生乳価格と枝肉価格との比率が大きく支配するものと考える。 一般K言われる処では、この比

率が 1 : 1 4以上であれば、牛乳生産K向けるよりも、肥育K供する方が有利で、初産乳期で

4. 5七、以上を搾れる見込みの左い牛は、肥育素牛としてスカウ卜されてしまう傾向が強いという。

つまり乳価がかり K 5 0円/kgの場合、並規格の枝肉価格が 70 0円/kgという ζとであるから、

昨今の 80 0 円/K~以上という異常高値では、酪農資源までが食いつぶされかねないロ

ととろで昭和46年度Kなける本道の乳用初生雄牛の晴育育成化向率は 30婦弱Kとどまって

なb、また本道Kないて晴育育成を終了した肥育素牛は、従来肥育K対する農家の関心が低か

ったとじなよび肥育技術の確立が遅れていた事等から、その大半が道外K出荷され、現在道内

で肥育されるものは、僅か 20弼程度Kすぎ左いと見られるO 最近では初生雄子牛の道外流出

さえ、非常左勢いで高まりつ〉ある。 そこで道として今般肉用牛の生産振興方針を打ち出した

中で、との点の是正を強調し、酪農経営から大量K生産される乳用雄子牛の積極的活用の目標と

して、その 70掃を道内での晴育育成化向け率とし、昭和 55年度末Kなける乳用雄子牛の飼養

頭数の目標を 21 8， 0 0 0頭とじて台久本道の肉用牛総飼養頭数目標の訟なむね 70婦のシェ

アーを占める内容であるO また今後は積極的K肥育仕向率の向上を図って、約 40弼K高め昭

和 55年Kなける肥育牛の出荷目標を 85， 0 0 0頭と見込んで‘いる。

との目標頭数は、確かK大変左頭数K違い左いが、これは第 3期北海道総合開発計画K台ける

目標年次昭和 55年の乳牛 12 0万頭、肉用牛 30万頭と符節するもので、オーソドックス左草

地農業K立脚した畜産産業の成立がわが国内で最も大きく期待される北海道として、これK応え

左ければ左ら左い目標と思考する。

しかし先Kも指摘した知く、飽迄も酪農部門から生ずる資源、の活用というととであるからKは、

酪農の順調左振興発展が、 先決条件K左るだけK、 車の両輪としての乳肉のバランスのとれた

振興施策カヘ一大焦点となろう。

それKしでも感概深〈思い出されて左ら左いととは、西独ギーセン大学の名誉教授クリユーガ

一博士が昭和 36年K来日された際、本州、九州を視察された挙旬、戦前K交換教授として教鞭

をとられた北大K最後K来られ、講演の後KわれわれK申されたことK、 「札幌でだから卒直K

苦言を提する」と前置きされ、敗戦からのめざましい復興をたたえられた後、とと肉牛Kついて

は、日本人は左んとぜい沢左ととを考えているのか不思議で仕方が左い。 畜産専門家の口をつ

いて出る話は、神戸ビーフのことばかりで、酪農の振興を国がとん左K力を入れているのK、何

故ホノレスタイン種の雄子牛を肉K仕立てる発想が湧いてこないのか、ヨーロツパの大部分の国で

は肉用専門種牛を飼育する国土の余裕は殆んど左いことK目ざめてなり、酪農経営の中から肉資

源を生み出すことを努めている。 幸い和牛を持たない北海道こそ、乳と牛肉を園内に供給する

基地たらしめるべく、開発研究を進めるべきであるといった内容のお叱りと鞭撞の言葉をいただ

いた次第である。

それから既Ki 2年を経過し、漸く乳用雄牛の晴育、育成、肥育の技術左らびK経営が定着化

の方向をたどり、本道の肉用牛生産援輿方針Kとれが大宗を占めるK至ったことは、淘K同慶至

極である。
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前述の計画目標達成のため、酪農経営Kなける乳用雄子牛の晴育育成管理技術の確立、肥育素

牛の価格安定事業の拡充強化、集団晴育施設設置の計画的推進、酪農地帯K台ける法人経営等K

よる集団肥育施設(フィードロット〉の計画的設置なよび稲作、畑作と肥育の複合経営の積極的

誘導等の施策を道では肉用牛の生産振興方針の中であげているが、これら実効ある諸施策を意欲

的K推進するととを希望してやま左い。

とのようK乳用牛の肉利用が大きく脚光を浴てくると、現在のアメリカ・カナダタイプのホノレ

スタイン種でよいのか、ヨーロツパタイプの7 9ージャン種の導入云々が、必ず論じられる。

しかし、泌乳性と肥育性とは負の相関がなるとと、わが国のホノレタイン種の有する比較的すぐれた

発育性と泌乳性等を併せ考えるとき、必ずしもその必要性を感じ左い。 もともとホノレスタイン

種は飯繊維は敏密在方であ人また肥育技術である程度のサシの入Dも期待できる。 それがた

めわが国の枝肉市場では、次第Kその肉質が高〈評価せられてきている。 肉用形質を重んじる

あまり、折角の迎、乳能力をぎせいKしたのでは、集約的左酪農の存立が危ぶまれるし、折角の改

良方向K混乱を招ぐととが慮かられる。 むしろホノレスタイン種の改良方向は、泌乳性と発育性

の高い(との両形質は正の相闘がある)、乳房のつbの高い(とのことは体高の高いζとK通じ

る)大型化K志向せられるであろう。

本道乳牛の改良Kないて、種雄牛の選抜Kのみ重点がなかれ、めす牛サイドの選抜淘汰が積極

的K行左われてい左いため、牛群能力向上のテンポが頗る緩慢であった。 とれも乳牛増殖過程

Kないては止むを得左いとしても、淘汰左き改良はまいという鉄則を銘記すべきである。 昨今

のよう K牛肉価格が高騰してくると、比較的低能力の牛が肉用K廻されるので、実質的駄牛淘汰

が左されると見るむきがある。 しかしばわたD的左淘汰Kよって生乳生産高が落込むのでは、

酪農の振興が危ぶまれて左ら左い。 そとで乳用として育成され牛乳生産の戦列K加わったもの

は、故障のまい限り生産戦力として活躍させるが、牛群の拡大更新をふまえた上で、低能力牛K

は肉専門種の精液で受胎をはかり、生れてくる交雑種の初生子牛は、雄・めす共K肉用素牛K仕

向けるという実効ある計画的淘汰の方法を、酪農経営の多頭化が達成せられた暁K沿いて、積極

的K採用されるべきである。

畜産業界K沿いて効率の高い肉畜の生産は交雑種のヘテロシス利用であることが理解せられ、

2 0世期後半からブロイラー左らびK肉豚の生産面で、その実践が輝しい成果を納めて台夕、養

鶏界で永年Kわたって努力の払われてきた卵肉兼用種の育種K終止符がうたれた。 つまり負の

相関の高い 2つの形質を、高い水準で結びつける育種の無駄左ととが正しく理解されたからであ

る。 同じととが乳肉兼用牛の作出Kも言えるのであって、ミノレキングショートホーン種、デボ

ン種等の凋落Kその例を見るととが出来るO そζで発育が早〈、しかも望ましい屠体の生産K

は、ホノレスタイン種のめすK、どの肉用種を交配するのが望ましいかKついては、今後とも大規

模な実証試験を積み重ねて行く必要があろう。

肉専用種の生産する牛肉は、赤肉部分の多いホルスタイン牛の肉K比べて、脂肪の付着、交雑

が多く、すき焼まいしは野菜との煮込み風の調理を主としてきた国民の食習慣からみて、との種

の脂肉は将来とも需要の強いものがあb、ζれが生産を無視するわけKもゆか左いであろう。
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また今後牛肉の消費層が拡大するK伴左い、調理方法も多様化し、肉質の選択巾も広〈左るこ

とが予測され、現在肉質の面で和牛K比べ、枝肉格付け評価がとかく低い外国種Kついても、そ

の将来性は十分期待できょう。

かつて和牛の繁殖育成の基地であった中園地方を始め、関西、東海諸地方の府県K沿いて、次

第Kその生産基盤が崩壊し、繁殖めす牛頭数の減少は深刻左ものがあり、広大左土地資源をもち、

大規模左肉専用牛の繁殖経営の展開可能左条件K恵まれた本道K寄せられる国の期待は大きい。

との様左観点から、本道が将来肉牛供給基地としての使命を果たすためKは、乳用雄子牛の生産

と並行して、肉専門種Kついても、か左り積極的左生産振興をはかる必要があ久道では昭和55

年を目途K、肉専用種の増殖目標頭数を 87，000頭と設定しているO との増殖目標は、肉専

用牛K左じみと飼育経験K乏しい本道農家Kとって、か左りきびしいものと思われ、とれが達成

のためKは、繁殖基礎牛の導入左らびK繁殖部門の強化K思いきった施策が必要である。

道としては、従来肉用牛生産振興地域 86市町村を指定して、重点的K振興施策を実施してき

たが、その成果は必らずしもはかばかしく左いのK鑑み、との際指定地域の再編整備をはかると

共K、肉用牛増殖経営の展開適地と思われる市町村をも新たK生産振興地域K指定し、計画的K

濃密飼養地域の育成を推進する方針を打ち出している。 特K指定地域の左かで山林原野の自然

草地利用の可能左地帯Kないて、夏期間全期放牧、冬期間舎飼(1てよる夏山冬里方式の繁殖経営の

確立をめざしている ζとは注目したい。

従来の肉用牛繁殖経営の規模は 6........7頭(内地府県では 2........3頭)と頗る零細左ものが多く、

また収益性も低いのであるカミ今後は飼養規模の拡大と、ただK近い野草地K夏期間全期放牧し

て、飼料費と労働力を節減して収益性を向上させ、夏期間の労働力を仕向ける畑作または稲作部

門と結びついた複合経営Kよって、合理的左繁殖経営を求めて行ぐしか、ほかK途はない様K思

う。 とれがためねらいを山林原野の野草K向けるべきである。

従来の草地開発は、ややもすれば山林の立木の皆伐Kよ久林業を山から追出して、ヘクター

ノレ当り 30........ 4 0万円を投入して草地を造成して家畜の放牧を行なってきたのである。 こうし

た草地Kは、乳用育成牛の場合はいざ知らず、収益性の低い肉専用種の繁殖牛では、たとえ補助

率が高いといっても、コスト高で‘使いきれ左いというのが実態である。 また草地造成適地とし

てねらう山々は、林業としても集約的左里山造林適地左のであろうから、その譲渡、開放Kレジ

スタンスの強いのも当然、で司あるO そこで山を林業と畜産で共有するという考へ方K立った混放

林の方式を積極的に推進すべきであろう。 混放林はかつて馬産の華やかであった時代、本道K沿

いても普通K実施せられた制度であり、本道牧野の 40領以上が混放林であったようであるO

林業面K拾いても、下草刈b等の労力不足から、充分左育林が困難に在ってきている側面もあ

って、林野庁では混放林を肉用牛生産育成実験事業という形で、昭和 42年から全国 10カ所K

実験牧場を設定して実験展示を行左つてなり、一部では良好左成績があげられておサ、とれらの

成績を大いK活用し混牧林放牧技術の確立を急ぐべきである。

北海道開拓の歴史を顧みるとき、林地の立木を伐採して開墾が行左われ、森林で培われた豊か

左地力で農耕が進められてきた。 立地気象条件の恵まれない山麓地帯(士、地力の低下が目立つ
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てきた処で離農が左されていった。 放概された農地は原野と化し、やがて林地と左久二次林

の立木が美林を形成する 30--40年後K、たまたま圏内事情の要請から再び開拓気遣がもり上

久二次林の伐採跡地K入植が左され、.十数年後Kまたまた離農過疎化が進行し、林地へと戻さ

れて行〈。 山麓地帯では明治以降既Kζの様左サイクノレで 2........3回転が左されている様K伺わ

れる。 もしζの様左現象が山地帯K卦ける自然、と人聞の接触過程Kなける当然すぎるノレーノレと

して捕えてみる左ら、もっと計画的有効的Kとのノレーノレを活用する方法があろうo うま b林業

と畜産の 50年長期輪作構想、であるO 伐期K達した森林の造材跡地を肉専繁殖牛群が追って、

野草利用をかねて 耕草地を作ってゆく。 4--5年を経て生産性の高い改良草地と左った処で、

乳用牛育成牧場として 10年位の利用を行左うが、との間 4--5年目頃から腐朽した切b株K密

接して植立を進め、下草刈の効果をもたせた放牧をつづける。 5........ 6年生の育林地が出来上夕、

被蔭度が高〈在ってきたら、この草地の放牧利用を打ち切b林地K戻し、新た左蹄耕改良草地K

牧場を移転するO 勿論夏山冬里方式を採用するO この間牧道等を公共事業費で整備しつ入里

山から央山へと進めば、やがて林道として活用され集約的林業経営とも結びつくものと思う。

林業知識の左いままK林畜一帯の山地利用 50年輪作構想、をのべたが、北海道肉用牛生産振興方

策の一助として、との発想の一端でも具現する日を待ちわひ事たい。
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